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社

会
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法
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六
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年
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え
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i

職

員

の

意

識

改

革

元

年

i

は
じ
め
に

公民館かながわ

昭
和
二
十
四
(一
九
四
九)
年
六
月

に
社
会
教
育
法
の
制
定・
公
布
を
受
け

て
六
十
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る 。

一
方 、
文
部
次
官
通
牒
(
昭
和
二
十一

年
七
月)
「
公
民
館
の
設
置
運
営
に
つ

い
て」
を
受
け
て
六
十
二
年
が
経
過
し

た 。
六
十
年
と
言
え
ば
人
間
で
は
正
に

還
暦
で
あ
る 。
大
き
な
節
目
を
迎
え
る

中
で
公
民
館
発
足
時
の
ね
ら
い
に
想
い

を
馳
せ 、
理
念・
目
標
を
再
認
識
し 、

今
後
の
歩
み
に
資
す
る
こ
と
も
無
駄
で

は
な
か
ろ
う 。
公
民
館
の
考
案
者
と
言

わ
れ
る
寺
仲
作
雄
氏
に
よ
れ
ば 、
公
民

館
は
「
民
主
主
義・
平
和
主
義・
豊
か

な
教
養 、
郷
土
の
政
治 、
産
業
の
復
興」

を
創
造
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
教
育

・
学
習
機
関
で
あ
る
と 。
社
会
教
育
法

第
二
十
条
は
こ
れ
ら
理
念
の
象
徴
化
で

あ
る 。
誕
生
後
六
十
年
間
の
歩
み
は
多

く
の
提
言・
答
申
等
を
受
け 、
課
題
に

県

公

連

会

長

神
崎

節

生

ぶ
つ
か
り
な
が
ら
の
公
民
館
運
営
で
も

あ
っ
た 。
そ
う
し
た
中
で
「
つ
ど
い
・

学
び・
結
び・
知
る・
参
加
す
る」
と

い
う
単
純
な
表
現
な
が
ら
も
意
味
深
い

五
つ
の
単
語
で
「
公
民
館」
を
捉
え
た

の
は 、
そ
の
後
の
公
民
館
運
営
に
大
き

な
力
を
与
え
た
と
言っ
て
も
過
言
で
は

あ
る
ま
い 。
(
「
公
民
館
の
あ
る
べ
き

姿
と
今
日
的
指
標」
等
か
ら)

今 、

何
故
公
民
館
な
の
か

六
十
年
と
い
う
節
目
が
「
今 、
何
故

公
民
館
な
の
か」
と
い
う
自
問
自
答
を

求
め
て
い
る 。
「
生
涯
教
育
の
態
勢
を

確
立
す
る」
(
前
掲
書)
と
い
う 、
憲

法
が
保
障
す
る
「
教
育・
学
び」
を
公

民
館
は
維
持
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
と
い

う
事
で
あ
る 。

-

行
政
改
革
の
名
の
も
と
常
勤
職
員

の
削
減 、
職
員
養
成 、
経
験
蓄
積
の

問
題

2

公
民
館
運
営
審
議
会
の
機
能

3

予
算
削
減
に
伴
う
事
業
の
減
少
と

内
容・
質
の
問
題

4

自
治
体
合
併
に
よ
る
公
民
館
数
の

減
少
(
幸
い
神
奈
川
県
で
は
こ
の
減

少
は
み
ら
れ
な
い
が)

5

指
定
管
理
者
制
度
導
入
に
よ
る
今

目
的
課
題
へ
の
取
組
の
問
題

6

社
会
教
育
法
改
正
に
よ
る
「
運
営

状
況
評
価
と
そ
の
情
報
提
供」

神
奈
川
公
連
が
実
施
の
「
公
民
館
実

態
調
査」
(
平
成
二
十
年
三
月
発
行)

で 、
こ
れ
ら
項
目
に
係
わ
っ
て
比
較
検

討
し
て
頂
き
た
い
も
の
で
あ
る 。

運
営
状
況
の
評
価
と
情
報
提
供

今
回
の
社
会
教
育
法
の
改
正
で
運
営

状
況
の
評
価
と
そ
の
情
報
提
供
が
義
務

づ
け
ら
れ
た 。
運
営
評
価
は
年
度
毎
の

運
営
状
況
を
審
議
会へ
報
告 、
次
年
度

運
営
指
針
と
な
る
審
議
会
の
審
議
事
項

の一
つ
で
も
あ
っ
た 。
一
事
業
ご
と
の

事
業
評
価
も
事
業
効
率
(
参
加
度・
満

足
度・
目
標
達
成
度)
と
し
て、
あ
る

い
は
施
設
の
利
用
率
と
し
て
な
さ
れ
て

き
た 。
一
方 、
平
成
十
八
年
度
県
公
民

館
担
当
者
セ
ミ
ナ
ー

(
公
民
館
主
事
研

修)
で
も
「
社
会
教
育
事
業
の
評
価」

を
研
修
項
目
の一
つ
と
し
て
取
り
上
げ
た 。

こ
の
「
評
価」
行
為
は
予
算
の
獲
得

の
上
で
疎
か
に
は
出
来
な
い
行
為
で
あ

\.....1 

っ
た 。
「
費
用
対
効
果」
は
「
財
政
の

論
理
対
事
業
の
論
理」
と
い
う
対
立
す

る
概
念
で
見
ら
れ
る 。
丁
度 、
国
の
教

育
振
興
基
本
計
画
策
定
に
み
る
財
務
省

と
文
部
科
学
省
の
論
理
対
立
で
あ
る 。

教
育
の
投
資
効
果
は
学
校
教
育
同
様
に

社
会
教
育
(
公
民
館)
で
も
積
み
重
ね

(
時
間)
が
重
要
で
あ
る 。
学
習
の
成

果
を
地
域
に
還
元
と
い
っ
て
「
即・
明

日
に
で
も」
と
い
う
訳
に
は
い
か
な
い 。

事
業
の
ね
ら
い 、
意
味
あ
い
を
相
手
方

に
納
得
さ
せ
る
理
論 、
根
気
強
さ
を
求

め
ら
れ
て
い
た 。

今
回
の
法
改
正
は
評
価
行
為
を
義
務

づ
け
た
点 、
ま
た
そ
れ
を
連
携・
協
力

の
推
進
に
資
す
る
と
い
う
意
味
か
ら
も 、

今 、
何
故
公
民
館
な
の
か
と
い
う
問
い

掛
け
に一
つ
の
示
唆
を
与
え
た
と
言っ

て
よ
い 。
そ
の
意
味
で
は
六
十
年
の
節

目
は
職
員
の
意
識
改
革
元
年
(
編
集
氏

の
こ
と
ば)
で
も
あ
る 。

お
わ
り
に
l

神
奈
川
公
連
の
活
動
目
標

神
奈
川
県
公
民
館
連
絡
協
議
会
は
本

年
度
の
活
動
目
標
を
次
の
よ
う
に
設
定

し
て
い
る 。

「
地
域
社
会
の
創
造
を
め
ざ
す
公
民

館
|

地
域
の
紳
を
確
か
な
も
の
に
す
る

教
育・
学
習
機
関
と
し
て
|」

で
あ
る 。

地
域
と
は
生
活
の一
切
(
生
活
の一
切

と
は
「
働
く
こ
と 、
学
ぶ
こ
と 、
消
費
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ー
生
命
の
再
生
産
ー

す
る
こ
と」
を
包

含
す
る
三
つ
の
生
活
構
造)
を
包
含
す

る
空
間
で
あ
る 。
こ
の
空
聞
が
様
々
な

課
題・
問
題
を
投
げ
掛
け 、
解
決
の
必

要
を
求
め
て
い
る 。
こ
れ
を
必
要
課
題 、

あ
る
い
は
要
求
課
題
と
も
い
い 、
現
代

的
課
題 、
今
日
的
課
題
と
も
呼
ば
れ
て

い
る 。公

民
館
が
地
域
の
粋
を
確
か
な
も
の

に
し
て
い
く
た
め
に
機
能
を
ど
う
発
揮

し
て
い
く
の
か 。
企
画
の
科
学
化
(
前

掲
書)
は
「
科
学
的
方
法
に
も
と εつ
い

て
地
域
の
実
態
を
把
握
し 、
住
民
の
要

求
に
応
ず
る
キ
メ
細
や
か
な
企
画」
と

し
て
い
る 。
生
活
に
係
わ
る
課
題
に
ど

う
向
き
合っ
て
い
く
の
か
で
あ
ろ
う 。

公
民
館
で 、
あ
る
い
は
関
連
す
る
他
の

機
関
と
の
連
携
は
重
要
で
あ
る 。
そ
の

方
法
で
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
も
疎
か
に
は
で

き
な
い 。

こ
れ
か
ら
の
歩
み
が
大
き
な
岐
路
に

立
っ
て
い
る
こ
と
も
意
識
し
て
お
き
た

い 。
公
民
館
に
係
わ
る
者
が
「
今 、
何

故
公
民
館
な
の
か
(
何
故 、
こ
の
事
業

を)」
と
い
う
問
い
掛
け
を
忘
れ
な
い

で
欲
し
い
も
の
で
あ
る 。

(
広
報
部
会
か
ら
の
職
員
の
「
意
識
改

革
元
年」
と
銘
打っ
た
原
稿
依
頼
を
受

け
た 。
改
革
元
年
と
し
て
の一
文
(
字

数
の
制
限
も
あ
り
意
を
尽
く
せ
な
い
点

も
あ
る
が) 、
職
員
の
皆
様
に
久
し
ぶ

り
に
お
届
け
す
る
も
の
で
あ
る 。)
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一

平
成
二
十
年
度
の
総
会
が 、
五
月
二

十
二
日
(
木)
に
出
席
者
五
十
八
名

(
委
任
状
二
十
三
名
を
含
む)
の
も
と 、

茅
ヶ
崎
市
役
所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た 。

栗
原
副
会
長
の
開
会
の
辞
に
続
き 、

神
崎
会
長
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た 。

ご
祝
辞
は
神
奈
川
県
教
育
委
員
会
教

育
局
生
涯
学
習
文
化
財
課
安
西
課
長 、

茅
ヶ
崎
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
部
亀

井
部
長
の
お
二
人
よ
り

頂
戴
し
ま
し
た 。

神
崎
会
長
は 、
情
報
化
が
進
む一
方

で
地
域
の
紳
が
薄
く
な
っ
て
い
る
今 、

窓
口
で
の
対
面
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
に
公
民
館
の
原
点
が
あ
る
の
で
は
な

い
か 。
教
育
基
本
法
改
正
に
よ
る
社
会

教
育
法
の
改
正
に
期
待
と
不
安
を
持
ち

な
が
ら
来
年
度
に
向
け
て
活
動
を
進
め

て
行
き
た
い
等
お
話
さ
れ
ま
し
た 。

安
西
課
長
か
ら
は
教
育
を
め
ぐ
る

様
々
な
問
題
が
指
摘
さ
れ 、
地
域
の
紳

を
深
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
な

か 、
公
民
館
の
役
割
を
問
い
直
す
時
期

に
来
て
い
る
こ
と 。
家
庭
教
育
に
か
か

る
公
民
館
の
積
極
的
な
支
援
取
組
み
へ

の
要
望
や
学
校
支
援
地
域
本
部
事
業へ

の
協
力
等
に
つ
い
て
お
話
さ
れ
ま
し
た 。

ま
た 、
亀
井
部
長
は
茅
ヶ
崎
市
の
新

し
い
教
育
プ
ラ
ン
策
定
に
つ
い
て
幅
広

い
支
援
を
求
め
ら
れ 、
二
十
年
度
事
業

計
画
が
益
々
推
進
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

す
る
旨
の
お
話
を
さ
れ
ま
し
た 。

【
平
成
二
十
年
度
事
業・
予
算
等】

議
題
で
は 、
平
成
十
九
年
度
の
事
業

報
告 、
収
支
決
算
報
告 、
平
成
二
十
年

度
の
事
業
計
画
案 、
予
算
案
が
全
て
承

認
さ
れ
ま
し
た 。

今
年
度
の
年
間
活
動
テ
l

マ
は 、
昨

年
度
に
引
き
続
き
主
題
を
「
地
域
社
会

の
創
造
を
め
ざ
す
公
民
館」 、
副
題
を

「
地
域
の
粋
を
確
か
な
も
の
と
す
る
教

育・
学
習
機
関
と
し
て」
と
な
り
ま
し

た 。昨
年
の
内
容
を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
も 、

主
題
に
つ
い
て
は
創
造
と
い
う
言
葉
の

中
に
創
造
的
な
活
動 、
取
組
み
に
力
を

入
れ 、
新
し
い
姿
を
探
し
て
い
く
と
い

う
思
い
を
込
め 、
副
題
に
つ
い
て
は
近

年 、
公
民
館
が
「
教
育・
学
習
機
関」

で
あ
る
こ
と
が
見
え
な
く
な
っ
て
き
て

い
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
教
育・
学

習
機
関
で
あ
る
こ
と
を一
層
強
調
し
て

い
き
た
い
と
考
え 、
さ
ら
に 、
地
域
の

人
々
と
の
つ
な
が
り 、

粋
を
大
切
に
し

て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
を
込
め
て
設

定
さ
れ
ま
し
た 。

こ
れ
ら
の
テ
l

マ
の
も
と 、
総
務
部

会 、
広
報
部
会 、
館
長
部
会 、
主
事
部

会 、
大
会
部
会
を
中
心
と
し
て
今
年
度

の
事
業
が
展
開
さ
れ
て
い
き
ま
す 。

公
民
館
関
係
事
業
に
つ
い
て
は
県
公

民
館
研
究
大
会
が
相
模
原
市
杜
の
ホ
ー

ル
は
し
も
と
に
お
い
て
平
成
二
十一
年

一
月
三
十
日
(
金)
に
開
催
さ
れ
ま
す 。

な
お 、
今
年
度
は
役
員
の
改
選
期
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が 、
長
田
前
幹
事
が
退

任
さ
れ 、
津
地
彩
江
館
長
に
新
幹
事
を

お
願
い
い
た
し
ま
し
た 。
ま
た 、
異
動

等
に
よ
る
そ
の
他
役
員
の
交
代
が
あ
り

ま
し
た
の
で 、
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

きC
ま
す' 。

(
部
会
は
会
長
及
び
副
会
長
の
み
掲
載

し
て
い
ま
す 。
敬
称
略)

会

長

神
崎

節
生

(
学
識
経
験
者)

副

会

長

栗
原

旭

(
秦
野
市
立
東
公
民
館
館
長)

久
保
田

利
房

(
相
模
原
市
立
上
溝
公
民
館
館
長)

京

利
幸

(
学
識
経
験
者)
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匡七
JJlユ

事

青
木

修
司

(
茅
ヶ
崎
市
松
林
公
民
館
館
長)

津
地

彩
江

(
箱
根
町
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

館
長)

総
務
部
会
長

豊
岡

裕
一

郎

(
川
崎
市
幸
市
民
館
館
長)

。

副
部
会
長

波
塚

浩
司

(
愛
川
町
生
涯
学
習
課

副
主
幹
兼
社
会
教
育
主
事)

広
報
部
会
長

池
島

康
行

(
横
須
賀
市

衣
笠
行
政
セ
ン
タ
ー

主
任)

。

副
部
会
長

西
山

正
徳

(
大
和
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

館
長
補
佐)

館
長
部
会
長

木
下

敬
之

(
厚
木
市
睦
合
南
公
民
館
館
長)

ク

副
部
会
長

森

俊
彦

(
茅
ヶ
崎
市
南
湖
公
民
館
館
長)

主
事
部
会
長

青
山

茂
雄

(
鎌
倉
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

担
当
係
長)

。

副
部
会
長

青
木

優

(
伊
勢
原
市
大
田
公
民
館
主
査)

大
会
部
会
長

清
水

良
二

(
相
模
原
市
生
涯
学
習
課

公
民
館
支
援
チ
l

ム
主
幹)

。

副
部
会
長

大
久
保

博

(
逗
子
市
沼
間
公
民
館
館
長)

( 4 ) 

⑥締法人畑公民館連合会

公民館総合補償制度
自治公民館を含むすべての公民館活動を支援する制度です。

市町村の公民館および自治公民館、また社会教育法に定められた「公民館の目的Jに寄与するための施設は、

名称を悶わすと加入いただけます。

r

れpftv

之

長

一…

答

品

川
…

1.行事傷害補償制度[民問問(公献聞欄酔悶酬附期見舞童]
-公民館行事参加者のケガを補償します.

・公民豊富利用者のケガを補償します.

・ 行事準備中、行事往復途上の事散も補慣対象になります.

・ 共済見舞金制度として、急性疾病死亡と公民館建物火災に対する

見舞金があります.

4lD熱中疲も補償対象になります.

-膨竺ー曹三豆，;. .::=:色主主"，T;:t'�=II;=�・・・4・嗣"""''''・.....孟r 目or-園・τF・・. ' ー"E出ú目川l�II，U，.';��""""K..a:a.'!.':'-.-............ ..
d醤砂 ・年1回倒E入手続苦で年間行事力関患はり位置Hの行軒定の酬は不要です・

c:z翠齢 抑制E者に加えて公民館の利用者も酬します@
.親が書加する行事に同伴した同居の未就学児の往復途上も僧償します.
.行事参加者や公民館利用者の居住地は問いません.
・公民館が公臨する廿ーフル，百動の重要加者も補償します。

d瑠盟惨 ・日本圏内であれ聞事の場所l柑いません州認める危悶動中山i制制です・
・公民館が惨加者唱E事前に名簿で把撞している場合は、往復途上も矯慣します.
.食中膏も補償します。
.有償・無償者間わ�公民館ポランティアや..師も補償します。
.宿泊をともなう行事も対象です。

: 4l!理謹盟m・ ・同一市町村内で1口館以上まとめて加入する喝合には白金の劃弓l制度があります。

2.賠償責任補償制度施畑任保険棚所有田者特約問桝約)]
ド〆 〆〉 ・公民館の施設の欠陥や耕運営のミスにより第三者にケガをさせJ ". 守???JJ たり、物を磁損した場合、公民館が食う法律上の賠償責任が対a

tAJF\ \ になり ます.
、 ì1:)公民館が使削または"0'1する財物への酷1ll1!!iなどは対徹にな句ませんω

、 4lDエレベ一安一・エスカレートの所有・使用・管理に起因する

賠償責任も対象になります.

3.磁員災害補償制度[薗紬鵬険制酔仰の危闘側約}明昆融]
・公民館業務に携わる方の業務中のケガを補償します。

・共済見舞金制度と して、病気や業務外のケガに対する見舞金があり ます.

(SJ07.10676)作成自思慮四年2月78 [0802K-�J 

-取級代理店(お問い合わせ・資料情求先)

工コー保険サービス株式会社
干107-0052東京都港区赤飯1-3-18

TEL直司0120・636・717

FAX iiil0120・226-916

-引要保陵会社

Ð株式会社損害保険ジャパン
営業開発第一部第三蝶

子160-8338東京都新宿区西新宿1-26-1



「
声
が
小
さ
い
」
「
話
が
あ
ち
こ
ち

に
飛
ん
で
い
る
の
で
わ
か
ら
な
い
」

「
ア
ノ
!
と
い
う
口
癖
が
耳
ざ
わ
り」

な
ど
講
師
に
対
す
る
受
講
者
か
ら
の
き

つ
い
コ
メ
ン
ト

が
続
出 。

こ
れ
は 、

「
公
民
館
講
師
を
め
ざ
す
ア
カ
デ
ミ
ー

1
講
師
養
成
講
座
1

」

の
模
擬
体
験
講

座
で
の
ひ
と
コ
マ
で
す 。

公
民
館
で
学

ぶ
人
た
ち
を
学
ぶ
側
か
ら
教
え
る
側
に

変
え
ら
れ
な
い
か
?
地
域
に
内
在
す
る

知
的
財
産
を
掘
り
起
こ
せ
な
い
か
?
団

塊
世
代
の
知
識
・

技
能
を
地
域
で
活
用

で
き
な
い
か
?
そ
ん
な
思
い
か
ら
「
講

師
養
成
講
座」

を
企
画
立
案
し
ま
し
た 。

ア
ド

バ
イ
ザ
ー

の
先
生
と
何
度
と
な

く
打
ち
合
わ
せ
を
重
ね 、

よ
う
や
く
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た 。

一

①
公
民
館
概
論
1

公
民
館
の
め
ざ
す
も

)一

の
1

②
求
め
ら
れ
る
公
民
館
講
師
像

作一

1
あ
な
た
は
ど
ん
な
タ
イ
プ
i

③
集

公民館かながわ

団
指
導
の
ポ
イ
ン
ト
1

十
人
十
色
の
学

習
者
た
ち
1

④
講
義
指
導
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
作
成
1

わ
か
り
や
す
い
指
導
を
め

ざ
し
て
1

⑤
ト
ラ
ブ
ル
事
例
「
高
額

教
材
費」
「
講
師
謝
礼
金
増
額」
「
指
導

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
要
望」

を
考
え
る
1

あ

な
た
な
ら
ど
う
す
る
?
1

⑥
千
二
百

秒
模
擬
体
験
講
座
1

講
師
&
受
講
者
の

立
場
を
知
る
l
。

磨
け
ば
光
る
講
師
の
養
成
を
め
ざ
し

「
毎
回
レ
ポ
ー
ト

提
出」
「
全
講
座
出

席」
「
模
擬
講
座
体
験」

な
ど
参
加
条

件
を
厳
し
く
し
ま
し
た 。

辞
退
者
が
続

出
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
た

の
で
す
が、

辞
退
者
は
一

名
で
し
た 。

応
募
者
二
十
七
名
(
内
一

名
中
国

人)

の
う
ち
二
十
六
名
(
女
性
二
十
一

名
・

男
性
五
名)

が
最
後
ま
で
残
り
ま

し
た 。年

齢
は
三
十
歳
代
か
ら
七
十
歳
代
ま

で
と
幅
広
く 、

得
意
と
す
る
指
導
分
野

は
環
境
健
康
学
・

英
語
通
訳
ガ
イ
ド
・

男
女
共
同
参
画
・

算
数
・

家
庭
教
育
・

家
計
簿
・

洗
濯
・

謡
曲
・

高
齢
者
要
介

護
予
防
運
動
な
ど
多
方
面
に
わ
た
っ
て

お
り
ま
し
た 。

土
曜
日
の
午
前 、

四
週

に
わ
た
っ
て
の
連
続
講
座
と
い
う
こ
と

で
参
加
し
に
く
い
講
座
で
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず 、

出
席
率 、

レ
ポ
ー
ト

提
出

率
と
も
九
十
六
%
と
い
う
驚
異
的
な
数

字
で
し
た 。

毎
回
参
加
し
指
導
に
当
た
っ
て
い
た

だ
い
た
ア
ド

バ
イ
ザ
ー

の
先
生
は
受
講

者
た
ち
の
指
導
技
術 、

モ
チ
ベ
l
シ
ヨ

ン
の
高
さ
に
驚
き
熱
意
あ
ふ
れ
る
受
講

態
度
に
感
激
し
て
い
ま
し
た 。

そ
の
熱

き
思
い
に
応
え
な
く
て
は
と
い
う
こ
と

で 、

毎
回
二
十
六
人
分
の
レ
ポ
ー
ト
に

目
を
と
お
し
一

人
一

人
に
コ
メ
ン
ト
を

書
き
添
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た 。

受
講

者
も
燃
え 、

講
師
も
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
も

公
民
館
職
員
も
燃
え
た
講
座
で
し
た 。

あ
る
受
講
者
は
「
最
初
は 、

形
式
的

な
講
座
、な
ん
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し

た
が
実
際
に
参
加
し
て
び
っ
く
り
し
ま

し
た 。

経
験
の
あ
る
人
を
呼
ん
で
講
義

す
る
だ
け
で
は
な
く 、

参
加
者
に
課
題

レ
ポ
ー
ト

や
ト
ラ
ブ
ル
対
処
法
を
提
出

さ
せ、
一

人
一

人
の
考
え
方 、

対
応
方

法
な
ど
を
把
握
す
る
こ
と
ま
で
し
て
本

当
に
す
ば
ら
し
い
で
す 。

真
剣
に
真
面

目
に
取
り

組
ん
で
い
る
な
と
感
心
し
ま

し
た 。

ま
た
公
民
館
の
こ
と
を
い
ろ
い

ろ
教
え
て
い
た
だ
い
た
の
で 、

公
民
館

の
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
」

と
い

う
感
想
を
述
べ
て
い
ま
す 。

講
座
終
了

後 、

公
民
館
は
受
講
者
に
対
し
「
皆
さ

ん
を
講
師
登
録
名
簿
に
載
せ
る
だ
け
で

お
し
ま
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
い
た

し
ま
せ
ん 。

公
民
館
講
座
の
講
師
と
し

て
実
際
に
指
導
で
き
る
場
・

機
会
を
提

供
し
ま
す」

と
い
う
こ
と
を
約
束
し
ま

し
た 。講

座
終
了
後 、
一

日
体
験
教
室
を
十

三
教
室 、

継
続
教
室
を
七
教
室
開
催
し

計
二
十
六
名
の
受
講
者
が
実
際
に
公
民

館
講
師
と
し
て
指
導
に
あ
た
り
ま
し
た 。

そ
の
後 、

五
教
室
か
ら
自
主
学
習
グ
ル

ー
プ
が
誕
生
し
現
在
も
学
習
活
動
を
続

け
て
い
ま
す 。
「
公
民
館
で
吸
収
し
た

も
の
を
地
域
に
む
か
つ
て
吐
き
出
し

を」
「
学
ぶ
側
か
ら
教
え
る
側
へ
」
「
自

助
活
動
だ
け
で
は
な
く
地
域
還
元
活
動

に
も
参
加
を」

そ
ん
な
期
待
を
込
め
て 、

講
師
養
成
講
座
と
各
種
実
践
教
室
と
を

リ
ン
ク
さ
せ
有
機
的
な
学
習
活
動
へ
と

展
開
さ
せ
て
い
き
ま
し
た 。

学
習
活
動
を
と
お
し
て
人
と
人
と
の

か
か
わ
り
を
持
た
せ、

ま
ち
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ ε

つ
く
り
へ
と
発
展
さ
せ
て
い
く

ヒ
ュ
ー

マ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
想
に
一

歩
近
づ
け
た
か
な
と
思
っ
て
お
り
ま
す 。

必須科目講座「めざせ公民館名講師J



( 6 ) 公民館かながわ

やが.の自慢
平摩市立大原公民館

平
塚
市
の
ほ
ぼ

中
央
に
位
置
す
る

緑
豊
か
な
総
合
公

園
の
周
囲
に
は 、

南
に
神
奈
川
県
立

盲
学
校
や
聾
学
校 、

西
に
大
原
高
校 、

平
塚
市
立
大
原
小

学
校
が
あ
り
ま
す 。

大
原
公
民
館
は
小

学
校
に
隣
接
し
て

お
り 、
ス
ポ
ー

ツ

関
係
施
設
や
学
校

施
設
に
固
ま
れ
た

大
変
良
い
環
境
に

あ
り
ま
す 。

大
原
公
民
館
は

三
階
建
て
で
あ
り

ま
す
が 、
二
階
部

分
は
渡
り

廊
下
で

結
ば
れ 、
大
原
小

学
校
の
音
楽
室 、

パ
ソ
コ
ン
教
室
と

な
っ
て
お
り
複
合

施
設
で
は
全
国
で

も
珍
し
い
と
さ
れ

て
お
り
ま
す 。
従

っ
て
大
原
公
民
館

は
集
会
室
(
ホ
ー

ル) 、
A
・

B
-

C
会
議
室 、
和
室 、

調
理
室 、
談
話
ロ

『地域@人選から学ぼうJ梅ジaースftæり

ピ
l

(
図
書
室) 、
事
務
室
の
ほ
か
に 、

学
校
の
音
楽
室
を
備
え
た
公
民
館
と
し

て
広
く
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す 。

活
動
内
容
は
貸
し
館
と
し
て
各
種
団

体
や 、
芸
能 、
文
化 、
趣
味
の
サ
ー
ク

ル
活
動
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
の
は

勿
論
で
す
が 、
音
楽
室
は 、
夕
方
か
ら

土 、
日 、
祝
祭
日
等
授
業
が
な
い
と
き

に
は 、
近
隣
高
校
生
の
音
楽
ク
ラ
ブ
活

動
の
延
長
練
習
や
利
用
団
体
の
太
鼓
練

習 、
又 、
夏
休
み
期
間
中
は
近
隣
教
師

の
音
楽
研
修
会
等
幅
広
く
利
用
さ
れ
て

お
り
ま
す 。
特
徴
的
な
の
は
小
学
校
と

建
物
が一
つ
に
繋
が
っ
て
い
る
た
め
小

学
校
と
の
相
互
交
流
事
業
が
盛
ん
な
こ

と
で
す 。

人
生
経
験
豊

か
な
地
域
の
大

人
た
ち
の
活
躍

の
場
を
作
る
と

共
に 、
想
像
力

の
豊
か
な
子
供

た
ち
が
自
ら
考

え
る
学
習 、
体

験
し
た
い
内
容

に
対
し
て、
学

校
と
公
民
館
が

協
力
し
地
域
活

動
や
公
民
館
サ

ー
ク
ル
活
動
な

ど
で 、
経
験
や

能
力
を
発
揮
し

て
い
る
「
地
域
の
達
人」
が
指
導
し
て

い
ま
す
(一
緒
に
作
業
す
る) 。

一
例
を
挙
げ
れ
ば 、
事
業
で
隣
接
の

「
総
合
公
園
の
梅
園」
に
生
徒
た
ち
が

梅
の
採
取
に
行
き 、
こ
の
梅
を
使っ
て

何
を
作
る
か
生
徒
た
ち
が
討
議
の
結
果 、

「
梅
ジ
ュ
ー

ス」
を
作
る
こ
と
に
決
ま

り 、
そ
の
作
り
方
を
教
え
て
く
だ
さ
る

講
師
を
紹
介
し
て
欲
し
い
と 、
先
生
と

生
徒
が
訪
れ
利
用
団
体
の
中
か
ら
指
導

者
を
紹
介
し
て
あ
げ 、
出
来
上
が
っ
て

試
飲
会
の
時
に
は
指
導
し
て
く
だ
さ
っ

た
方
々
と
共
に
飲
み
比
べ
を
し
た
り 、

一
方
で
は
生
徒
が
授
業
で
公
民
館
に
来

て
利
用
団
体
が
活
動
し
て
い
る
と
こ
ろ

を
見
学
し
た
り
し
て、

い
わ
ば 、
公
民
館
は
世

代
を
超
え
た
相
互
交

流
の
場
で
あ
り
ま
す 。

夏
休
み
の
公
民
館

事
業
で
は
子
供
を
中

心
と
し
た
「
ス
ー

パ

ー
竹
と
ん
ぼ」
「
陶

芸」
「
風
車」
「
ビ
ー

ズ
ア
ク
セ
サ
リ
ー」

「
夏
休
み
ク
ッ
キ
ン

グ」
「
遊
べ
る
お
り

が
み」
「
た
の
し
い

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム」

等
を
開
催
し 、
物
づ

く
り
の
楽
し
さ 、
大

変
さ 、
創
造
性
を
育

J
S

AW
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む
た
め
の
活
動
を
利
用
団
体
や
達
人
の

方
々
の
指
導
で
実
践
し
て
い
ま
す 。
そ

の
ほ
か
日
常 、
ロ
ビ
ー

で
は
子
供
た
ち

が
放
課
後
三
々
五
々
集
ま
り
読
書
や
ゲ

ー
ム
を
し
て
楽
し
ん
で
お
り
ま
す 。
時

に
は
利
用
団
体
の
皆
さ
ん
と
お
孫
さ
ん

が
お
話
を
し
て
い
る
よ
う
な
錯
覚
を
し

て
し
ま
い
ま
す 。

さ
ら
に
地
域
活
動
の
「
大
原
地
区
レ

ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
大
会」
や
「
公
民
館

ま
つ
り」
等 、
年
間
を
通
し
て
多
く
の

人
た
ち
が
楽
し
め
る
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す 。



サ

ー

ク

ル

紹

介

(

1

)

 

サ

ー

ク

ル

紹

介

(

2

)

高

座

豚

研

究

班

睦

合

南

ハ

ー

モ

ニ

カ

ク

ラ

ブ

か

わ

せ

み

綾
瀬
市
中
央
公
民
館

厚
木
市
睦
合
南
公
民
館

高
座
豚
研
究
班
は 、
平
成
十
四
年
度

公
民
館
主
催
の
成
人
学
級
(
生
涯
学
習

と
ま
ち
を
楽
し
む
市
民
参
加
セ
ミ
ナ

ー)
で
課
題
研
究
テ
i

マ
を
与
え
ら
れ 、

地
域
資
源
を
活
用
し
た
特
産
品 εつ
く
り

が
出
来
な
い
か
と
考
え
た
結
果 、
綾
瀬

の
特
産
品
で
あ
る
高
座
豚
で
何
か
を
生

み
出
そ
う
と
ス
タ
ー
ト
し
た
「
ま
ち
づ

く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア」
グ
ル
ー

プ
で
す 。

当
初
は 、
高
座
豚
の
現
状
と
歴
史
を

調
べ
よ
う
と
養
豚
業
者 、
市
役
所
農
政

課 、
県
立
畜
産
研
究
所
(
海
老
名
市) 、

神
奈
川
食
肉
セ
ン
タ
ー

(
厚
木
市)
な

ど
の
市
場
調
査
を
繰
り
返
し
た
後 、
豚

肉
を
使っ
た
豚
ま
ん
づ
く
り
を
考
え 、

当
初
十
人
の
ま
っ
た
く
の
素
人
が
中
央

公
民
館
の
実
習
室
*

で
月
二
回
の
定
例

事篭

会
を
聞
き 、
豚
ま

ん
の
試
作
を
何
回

も
繰
り
返
し
た
り 、

市
販
の
豚
ま
ん
を

購
入
分
析
し
た
り

し
て、
自
主
研
修

を
重
ね
ま
し
た 。

そ
の
後 、
学
校

か
ら
小
学
校
三
年

生
の
総
合
学
習
に 、

豚
ま
ん
づ
く
り
の

相
談
依
頼
が
あ
り 、
市
場
調
査
で
得
た

知

説恐守と 、

綾瀬
の曲

霊未と

高極豚
の
歴史

を
独
自
制
作
の
紙
芝
居
に
し
て、
豚
ま

ん
づ
く
り
と
紙
芝
居
を
セ
ッ
ト

で
総
合

学
習
時
に
教
え
よ
う
と
取
組
み
ま
し
た 。

最
初
は 、
市
内
の
北
の
台
小
学
校
で

実
施 、
そ
の
実
績
か
ら
市
内
小
学
校
の

全
校
(
十
校)
に
広
が
り

現
在
も
実
施

し
て
い
ま
す 。
私
達
の
取
組
み
が
市
内

に
幅
広
く

理
解
さ
れ 、
お
い
し
い
豚
ま

ん
が
認
知
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り 、
毎
年

実
施
さ
れ
る
天
台
小
学
校
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
に
は
行
列
が
出
来
る
ほ
ど
で
す 。

そ
の
他
に
も 、
綾
小
研
(
市
内
の
先
生

方
の
研
究
部
会) 、
P
T
A
保
健
委
員

会 、
中
央
公
民
館
の
分
館
で
あ
る
地
区

セ
ン
タ
ー

(
市
内
五
ヶ

所)

や 、
自
治
会
館
で
の
健
康
普

及
員・
保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー

プ
へ
の
出
張
講
座
を

行っ
た
こ
と
に
よ
り

地
域
情

報
誌
に
も
取
り
上
げ
ら
れ 、

ま
た 、
テ
レ
ビ
神
奈
川
に
も

二
回
出
演
し
て
い
ま
す 。
な
お 、

出
張
講
座
の
な
い
時
は
中
央

公
民
館
実
習
室
で
仲
間
十
五

人
と
研
績
を
重
ね 、
会
員
相

互
の
親
睦
を
深
め
て
い
ま
す 。

会
長

荒
井

多
津
雄

二
O
O
二
年
八
月
に
厚
木
市
の
文
化

会
館
に
お
い
て
「
ア
ジ
ア
太
平
洋ハ
ー

モ
ニ
カ
大
会」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た 。

そ
の
大
会
を
盛
り

上
げ
ハ
ー

モ
ニ
カ

の
街
「
厚
木
市」
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
と

共
に
生
涯
学
習
を
か
ね
た
ハ
ー

モ
ニ
カ

の
講
習
会
開
催
を
お
知
ら
せ
す
る
「
睦

合
南
公
民
館
だ
よ
り」
が
二
0
0
0
年

に
あ
り
ま
し
た 。
三
十
数
名
程
参
加
し 、

昼
の
部
(
か
わ
せ
み) 、
夜
の
部
(
や

ま
び
こ)
の
二
つ
の
グ
ル
ー

プ
が
誕
生

し 、
両
グ
ル
ー

プ
と
も
公
民
館
で
毎
週

金
曜
日
に
練
習
し
て
お
り 、
月
に
二
回

は
浜
田
令
子
先
生
の
指
導
を
受
け 、
毎

年
三
月
に
行
わ
れ
る
公
民
館
ま
つ
り
に

出
演
し
楽
し
い
演
奏
を
し
て
お
り
ま
す 。

講
習
会
に
参
加
し
た
最
初
の
こ
ろ
は 、

ハ
ー

モ
ニ
カ
を
吹
く
の
が
易
し
い
と
思

え
た
の
で
す
が 、
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
曲

を
吹
く
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は 、
正
し

い
音
階 、
正
し
い
音
の
長 、
音
の
強
弱

な
ど
譜
面
ど
お
り
に
全
員
が
出
来
な
い

と
音
楽
に
な
り
ま
せ
ん
の
で
と
て
も
大

変
で
す
が 、
現
在
の
メ
ン
バ
ー

十
六
人

中
六
人
が
七
十
歳
を
越
え
て
お
り

優
し

い
先
生
に
理
解
を
得
て
頂
き 、
か
ぎ
り

な
く 、

譜
面
ど
お
り
に
吹
け
る
よ
う
努

力
し
て
お
り
ま
す 。

か
わ
せ
み
の
会
則
に
「ハ
ー

モ
ニ
カ

を
通
し
て
会
員
相
互
の
親
睦
と
地
域
社

会
に
奉
仕
す
る」
と
あ
り 、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
と
し
て
毎
月一
回
高
齢
者
介

護
施
設
を
訪
問
し 、
ハ
ー

モ
ニ
カ
の
演

奏
に
合
わ
せ
て
歌
っ
て
頂
き 、
共
に
元

気
を
確
認
し
て
お
り
ま
す 。

そ
の
他
活
動
と
し
て、
あ
つ
ぎ
ハ
ー

モ
ニ
カ
協
会
主
催
の
定
期
演
奏
会
に
年

二
回 、
障
害
者
作
業
所
な
ど
年
三 、
四

回
訪
問
し
て
お
り
ま
す 。

人
間
生
き
て
い
る
だ
け
で
丸
儲
け
と
言

う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が 、
少
し
だ
けハ
ー

ド
ル
を
上
げ
て
楽
し
く 、
元
気
で 、
仲
良

く 、
公
民
館
を
出
来
る
だ
け
永
く

健
康
で

活
用
で
き
る
こ
と
を
希
望
し
て
お
り
ま
す 。

船
津

裕

公民館かなが‘わ( 7 ) 
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一冒

座
間
市
教
育
委
員
会

生
涯
学
習
推
進
課
座
間
市
公
民
館

主
事

林

淳

司

公民館かながわ

『
初
め
て
の
公
民
館」

平
成
二
十
年
度
よ
り
公
民
館
主
事
と

な
り
ま
し
た
林
と
申
し
ま
す 。
皆
様
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す 。

今
回
の
異
動
は 、
自
分
に
と
っ
て
初

め
て
の
異
動
と
な
り
ま
す 。
前
の
職
場

は
税
務
だ
っ
た
の
で 、
全
く

畑
の
違
う

場
所
で
の
勤
務
と
な
り
ま
す 。
異
動
が

確
定
し
た
時 、
公
民
館
で
は
ど
ん
な
こ

と
を
す
れ
ば
い
い
の
か 、
自
分
の
能
力

を
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
不
安

で
い
っ
ぱ
い
に
な
り 、

夜
も
眠
れ
ま
せ

ん
で
し
た 。

し
か
し 、
異
動
先
の
方
々
や
公
民
館

の
経
験
者
の
方
々
か
ら
「
何
か
困っ
た

こ
と
が
あ
っ
た
ら
な
ん
で
も
相
談
し
て

ね 。」
と
優
し
く

声
を
か
け
て
い
た
だ

き 、
頑
張
ら
な
く
て
は
f
と
思
い
ま
し
た 。

現
在 、
座
間
市
公
民
館
で
は
三
名
の

職
員
と
指
導
員一
名
で
勤
務
し
て
お
り 、

私
た
ち
四
人
は
公
民
館
運
営
審
議
会
委

員
や
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー

の
方
々

に
支
え
ら
れ
・な
が
ら
運
営
し
て
い
ま
す 。

こ
の
職
場
は
と
て
も
ア
ッ
ト
ホ
ー

ム
な

環
境
で 、
w

チ
l

ム
公
民
館
フ
ァ
ミ
リ

ーu
と
称
し 、
こ
の
中
で
最
年
少
と
な

る
私
は
皆
さ
ん
を
第
二
第
三
の
父
母
の

よ
う
に
慕い 、
多
く
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
い

た
だ
き
な
が
ら
日
々
成
長
し
て
い
ま
す 。

異
動
し
て
二
ヶ
月
も
し
な
い
う
ち
に 、

座
間
市
公
民
館
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト

で

あ
る
公
民
館
ま
つ
り
が
あ
っ
た
の
で 、

そ
の
準
備
を
し
な
が
ら
通
常
の
業
務
を

覚
え
ま
し
た 。
準
備
は
大
変
で
し
た
が 、

三
日
間
の
公
民
館
ま
つ
り
は
天
候
に
も

来
館
者
に
も
参
加
者
に
も
恵
ま
れ 、
大

成
功
で
し
た 。
何
も
か
も
が
初
め
て
で

し
た
が
心
に
残
る
公
民
館
ま
つ
り
と
な

り
ま
し
た 。

こ
れ
ま
で
の
活
動
を
通
し
て 、
公
民

館
と
は
毎
日
た
く
さ
ん
の
方
々
に
利
用

さ
れ 、
市
民
の
生
活
に
根
ざ
し
た
場
所

で
あ
り

地
域
密
着
事
業
の
第一
線
な
の

だ
な 、
と
感
じ
ま
し
た 。

こ
れ
か
ら
は
講
座
の
開
講
に
向
け
て

慌
た
だ
し
く
な
っ
て
い
き
ま
す 。
ど
ん

な
講
座
を
開
い
た
ら
良
い
だ
ろ
う 、
と

日
々
情
報
集
め
に
奮
闘
し
て
お
り 、
そ

の
た
め
に
も
ア
ン
テ
ナ
を
広
く
張
り 、

ち
い
き
な
こ
と
に
も
目
や
耳
を
傾
け
る

こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す 。
い

つ
か
は
趣
味
で
あ
る
ピ
ア
ノ
や
ク
ラ
リ

ネ
ッ
ト
を
活
か
し
た
音
楽
講
座
を
聞
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で 、
そ
の
際
興
味

の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
p

座
間
市
公
民
館
を
n

チ
l

ム
公
民
館

フ
ァ
ミ
リ
ー“

一
丸
と
な
っ
て
「
こ
ん

な
公
民
館
な
ら
是
非
利
用
し
た
い
/」

と
言っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
公
民
館
に

し
て
い
き
ま
す
の
で
皆
様
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す 。

編

記

集

後

平
成
二
十
年
度
の
公
民
館
だ
よ
り
は

左
記
の
メ
ン
バ
ー

で
お
送
り
し
ま
す 。

み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す 。

{
広
報
部
会}

久
保
田

利一
房

池
島

康
行

西
山

正
徳

関
野

訓

山
本

輝
一

加
藤

光
生

奥
協

裕
子

(
相
模
原
市)

(
横
須
賀
市)

(
大
和
市)

(
平
塚
市)

(
座
間
市)

(
南
足
柄
市)

(
愛
甲
教
育
事
務
所)

《
表
紙》
「
ク
サ
フ
グ
の
産
卵」

親
子
観
察
会
i
命
の
神
秘
i

三
浦
市
児
童
期
家
庭
教
育
学
級
(
み

ち
し
お
学
級)
と
し
て
小
学
校一
年
生

か
ら
四
年
生
の
子
を
も
っ
親
と
子
を
対

象
に
開
催
し
ま
し
た 。

三
浦
の
あ
ふ
れ
る
自
然
の
中
で
親
子

で
学
習
し
な
が
ら
家
庭
教
育
を
考
え
て

い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て 、
平
成
二
十

年
六
月
六
日
三
浦
市
文
化
財
保
護
委
員

を
講
師
に
迎
え 、
三
浦
市
油
壷
荒
井
浜

海
岸
で
観
察
会
を
行
い
ま
し
た 。

ク
サ
フ
グ
の
産
卵
は 、
毎
年
五
月
か

ら
七
月
の
大
潮
の
後
の
中
潮 、
新
月
の

三
日
後
又
は
満
月
の
三
日
後
の
満
潮
の

二
時
間
前
に
産
卵
が
行
わ
れ 、
一
匹
で

二
万
か
ら
四
万
の
卵
を
産
卵 。
平
均
で

三
万
個
ぐ
ら
い
卵
を
産
み 、
卵
は
五
日

か
ら
七
日
で
ふ
化
し
ま
す 。

ク
サ
フ
グ
は
音
に
敏
感
で
人
の
足
音

が
少
し
で
も
す
る
と
す
ぐ
逃
げ
て
し
ま

い
ま
す 。
観
察
す
る
と
き
は 、
ま
ず
動

か
な
い
こ
と
で
す 。
ま
た 、
そ
の
時
々

の
状
況
を
み
る
こ
と
が
大
切
で
す 。

産
卵
場
所
と
し
て
は 、
岩
の
あ
る
砂

浜
で
近
く
に
崖
が
あ
り
木
が
茂っ
て
い

る
と
こ
ろ
が
良
い
と
さ
れ
て
い
ま
す 。

そ
う
い
う
自
然
環
境
が
整っ
て
い
る

油
査
の
海
岸
は
ま
さ
に
産
卵
の
好
適
所

と
い
え
ま
す 。
当
日
は
大
勢
の
人
達
が

見
学
に
き
て
い
て
感
動
し 、
命
の
神
秘

を
充
分
に
堪
能
し
ま
し
た 。

三
浦
市


